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１．過去の見積データの参照・再利用                             

見積作成時に、作成済みの見積書を別ウィンドウで開くことができるようになりました。 
これにより、見積作成中に過去の見積を参照したり、過去の見積書から必要な項目や項目郡をコピー＆貼り付
けすることもできます。明細マスターに未登録の項目をコピーして、明細マスターに登録することもできます。 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

⑤ 
 
 

① 〔操作手順〕 

①画面上の「拡張」をクリック。 

   

 

 

 

②プルダウンメニューから、 

“過去見積データ参照”を選択。 

<参照モード>の物件管理画面が 

表示されます。 

 

 

 

③<参照モード>の物件管理画面から、 

過去作成した見積を開きます。 

 
 
 

④必要な項目を選択（複数可）して 

右クリック→“コピー” をクリック。 

 

 

 

 

 

 

⑤作成中の見積上で右クリック。 

→プルダウンメニューから 

“挿入貼り付け”を選択。 

 

※上記の“挿入貼り付け”を行う際に、［数量再計算する・しない］の選択ができる場合があります。（部屋別モード時のみ） 
コピー先（作成中の見積）の数量を反映したい場合は［数量再計算する］を、コピー元（過去の見積）の数量を反映した
い場合は［数量再計算しない］を選んでください。 

右クリック 

右クリック 

④ 
 

③ 過去の見積画面 

作成中の見積画面 

2 Copyright(C)2014 Anshin Project Japan Inc. All Rights Reserved.



２．見積作成時のテンプレートの上書き登録                          

見積作成画面でテンプレートの上書き登録ができるようになりました。 
旧バージョンでは、テンプレートは保守画面でしか登録できませんでしたが、明細項目と同様に、見積積作成
画面から、見積の作成中に登録・上書きができるようになり、作業効率がアップしました。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３．明細項目の検索機能                                  

明細項目を、項目名などの文字列によるキーワードで検索できるようになりました。 
特定の明細項目がマスターに登録されているかどうかの確認や、プルダウンメニューの選択肢が多い時など、
目的の項目をすばやく探し出し挿入するのに便利です。 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

③ 

⑤ 

右クリック 

⑥ 

① 
 
 

〔操作手順〕 

①見積作成画面で右クリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②テンプレート登録ウィンドウの 

“大分類”から“名称”までの 

４項目を選択または入力。 

 

③「登録」をクリック。 

 

④確認ウィンドウで“ＯＫ”  

をクリック。 

② 
 
 

③ 
 
 

④ 
 
 

① 
 
 

② 
 
 

〔操作手順〕 

 

①あらかじめ明細項目を挿入したい

行をクリック。 

 

②テンプレート挿入アイコンの右の

検索アイコンをクリック。 

 

③検索したいキーワードを入力。 

 

④「明細リスト更新」をクリック。 

 

⑤必要な明細項目を選択。 

 

⑥「明細挿入」をクリックをクリック 

④ 
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４．掛け率一括変更                                      

「掛け率」を、工事全体、または工事単位、部屋単位に一括変更できるようになりました。 
これにより、グループごとの掛け率の変更が容易になりました。 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．工事名・部屋名の出力順変更機能                                      

エクセル出力する際の大項目（工事名称・部屋名称）の出力順を集計画面で任意に変更できるようになりまし
た。特にリフォーム見積の際の「部屋別」見積では、ウォークインホームで入力した順に部屋名が出力されて
いましたが、集計一覧で変更できるようになりました。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

〔操作手順〕 

 

①画面上の「拡張」をクリック。 

 

②プルダウンメニューから“掛け率一括

変更”を選択。 

 

③“掛け率一括変更”ウィンドウで、 

“変更対象”“対象”を選択し、掛け率 

を入力。 

 

④“ＯＫ” をクリック。 

  

① 
 
 

② 
 
 

③ 
 
 

④ 
 
 

② 
 
 

〔操作手順〕 

 

①「集計」画面を開きます 

 

②“表示順”欄に出力したい順を入力 

 

③下部の“並べ替え”をクリック 

① 
 
 

③ 
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６．経費率設定の拡張                                      

集計画面での経費率の設定機能が拡張され、より複雑な設定ができるようになりました。 
「社内経費」（予備費）などを経費率で設定したり、明細項目で「材/工」フラグにチェックを入れることで 
「材」の合計に対する経費や「工」の合計に対する経費が設定できるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

７．DTXの最新バージョンへの対応                                      

ウォークインホームからエクスポートされる「共有ファイル（dxt）」の最新バージョン 9.0が取り込み可能と
なりました。以前はファイルの種類を必ずバージョン 7.1に変更する必要がありましたが、そのまま出力でき
ます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

〔初期値の設定手順〕 

 

①画面上の「保守」をクリック。 

 

②保守画面が立ち上がったら「経費率データ」

を開きます。 

 

③“表示名”“率（％）”を変更。 

 

④“保存” をクリック。 

  

② 
 
 

③ 
 
 

④ 
 
 

集計画面 

集計画面の一覧で経費率や経費金額を入力します。 
また、あらかじめ「保守」で経費率を設定しておくことで、いつ
も決まった経費率を自動で計算して合計金額に反映することがで 
きます。 
 
※消費税の初期値は 8%です。必要に応じて変更可能です。 

① 
 
 

② 
 
 

③ 
 
 

〔エクスポート手順〕 

 

①画面上の「ファイル」をクリック。 

 

②プルダウンメニューから“エクスポート” 

 →“エクスポート（DTX）をクリック。 

 

③エクスポート画面が出たら“保存先”も 

“ファイルの種類”も変更せずに“保存” 

をクリック。 
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８．出力機能の拡張                                     

「エクセル出力（部屋別）」時に、出力方法を２タイプから選択できるようになりました。 
また、ＣＳＶ出力の方法も追加されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．明細項目、単位の表示順設定                                

見積作成画面で「明細名」「仕様/適用」「単位」等を変更する際の、プルダウンメニューの表示順を設定できるようになり
ました。 
あらかじめ「保守」で設定しておくことで、良く使う項目を上位に表示したり、同じ種類の項目を並べて表示させるなど
の設定ができます。 
 
（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔操作手順〕 

 

①画面上の「出力」をクリック。 

 

②プルダウンメニューに以下の選択肢が追加されました。 

・〔type-1〕・・・各部屋ごとに自動で「中項目」を作成して 

工事ごとにまとめる。 

・〔type-2〕・・・作成した見積書どおりに出力。 

（従来どおり） 

 

③「csv出力」の追加  

「材/工」フラグにチェックを入れた項目をそれぞれ

csvで出力できます。 

〔表示順設定前〕 
 

〔Type-2〕 

③ 
 
 

② 
 
 

〔表示順設定後〕 
 

〔Type-1〕 

① 
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１０．任意タブの追加機能（リフォームモード）                                

リフォームモードで部屋別見積を作成する際に、以前のバージョンでは「物件-部屋以外」タブに仮設や解体などの部屋以
外の工事をすべて挿入していましたが、任意のタブを作成してテンプレートを挿入できるようになりました。 
これにより部屋別見積でも「共通仮設」「解体工事」など、工事別見積の項目を追加できるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔操作手順〕 

 

①「保守」画面の上部“明細データ”を開きます。 

 

②“表示順序”欄にプルダウン時に表示させたい

順序を入力 

 

③“保存” をクリック 

  

※表示順は全明細の通し番号をつける必要は 

ありません。工事ごとに表示させたい順序を

入力してください。また、同じ工事内に同じ表

示順が複数あった場合には、「あいうえお順」

に並びます。 

① 
 
 

② 
 
 

③ 
 

〔操作手順〕 

 

①「保守」の上部“部屋引当”を開きます 

（新築モードは“グレードを）開きます 

 

②新築モードはグレードで“＜リフォーム＞”

を選択 

 

③“追加部屋-1”～“追加部屋-10”にテンプ

レートを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 
 
 

① 
 
 

※選択したテンプレート名が 

追加タブの名称になります。 
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１１．MASTER保守のパスワード設定、項目の表示・非表示設定                               

「保守」画面を開くためのパスワードを設定できるようになりました。管理者だけが原価管理をしたい場合などに設定し
ておくと、ユーザーは「保守」を開くことができません。また、見積作成画面の項目の表示・非表示を選択することも可
能になり、原価管理とあわせてユーザーに原価を見せたくない場合などに有効です。（右上の粗利・利益率は表示されます。） 
 
 

※パスワードの設定方法、表示・非表示設定は安心計画テクニカルサポートへお問い合わせください。 
 
 
 
 
 

１２．片引窓、両袖片引窓 の設定                               

ウォークインホーム ver14から、建具の種類に「片引窓」「両袖片引窓」が新設されました。このサッシを入力した場合、
旧バージョンの見積マスターのままでは連動しないため、以下の設定が必要です。 
 
 
① デフォルト建具引当  
建具の設定には、拾い漏れしないがサイズによる拾い分けのできないデフォルト建具引当と、サイズによる拾い分けが可
能だが設定が煩雑なマトリクス設定とがありますが、まず設定の簡単なデフォルト建具引当を行なってください。 
（※サイズによる拾い分け設定はマトリクス設定を参照してください。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔操作手順〕 

 

①見積作成画面でそれぞれの明細項目を 

作成します。 

 

  

 

②作成した明細項目を選択して右クリック 

“明細マスターに登録” → “追加登録“ 

します。 

 

 

 

 

 

 

③「保守」画面で“デフォルト建具引当”を 

  開きます。 

 

④“片引窓”をダブルクリックして、 

登録しておいた明細項目を選択します。 

 “両袖片引窓”も同様に設定します。 

 

⑤“保存”をクリックして終了します。 

 

※マトリクスをメインに設定するときも、デフォル

ト建具引当を併用して登録しておくことで、マト

リクスで拾い漏れをしたサイズの建具が拾わ

れます。 

 

 

 

② 
 
 

右クリック 

① 
 
 

※ 

③ 
 
 

④ 
 
 

⑤ 
 
 

※WIH引当式には「1」を入力しておきます。 

以上で「カンタン見積計画」Ver.1.51.24で追加された新機能の説明を終わります。不明な点等がござい

ましたら、安心計画サポート（TEL:050-5515-2347）までお問い合わせください。 
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